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示 教 と 学問 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 人 が この 世界 で 、 


安定 し た 、 幸 福 な 日 々 を 過ごす た め に は 、 宗 
教 上 の 意義 と 、 学 問 上 の 活動 双方 を 必要 と し 
呈 

宗教 は 、 偉 大 な アッ ラー と の 間 の 結び つき 
を 整 え 、 何 を や る べき か 、 何 を 避け る べき か 
と いう こと を 私 た ち に 教え 、 善 行 と 罪 、 ハ ラ 
ー ル と ハラ ー ム の 知識 を 与え る も の で す 。 だ 
か ら 、 宗 教 の 意図 と は 、 人 間 と アッ ラー と の 
結び つき を 形成 し 、 真 の 意味 で の 幸福 に 到達 
する よう 助け る こと な の で す 。 

学問 と は 、 目 然 の 存 
在 や 出来 事 に つい て 、 
どの よう な も の で あり 
どの よう に 作用 する の 
か を 見 出し 、 解 き 明 か 
す 活 動 で す 。 人 間 は 上 自 
ら の 行動 の 責任 を 負う 
べく 創造 され た 存在 で 
ある 以上 、 そ の 周囲 で 
起こ っ て いる 出来 事 に 
対し て 無関心 で いる こ 
と は で きま せん 。 だ か 
ら 人 間 が 学問 に 対し て 否定 的 な 態度 を と る こ 
と は 考え られ な いこ と な の で す 。 聖 クレ ルアー 
ン は 、 ア デッラ ー の 存在 の 論拠 で ある この 世界 
に 人 々 の 注意 を 引き ます 。 一 部 の 興味 深い 自 
然 界 の 出来 事 を 説き 、 こ れ ら に つい て 考え る 
よう 呼び か け て いる の で す 。 雌牛 章 で は 、 偉 
大 な る アッ ラー は 次 の よう に 仰せ られ て お ら 


れ ま す 。 「 本 当 に 天 と 地 の 創 造 、 昼 夜 の 交 恭 、 
人 を 益 す る も の を 運ん で 海原 を ゆく 船 の 中 に 、 


また アッ ラー が 天 か ら 降 らち せ て 死ん だ 大 地 を 
上 時 ら せ 、 生 き と し 生け る も の を 地上 に 広く 散 
ら ば せる 雨 の 中 に 、 ま た 風向 き の 変 換 、 果 て 
は 天地 の 間にあっ て 奉仕 する 雲 の 中 に 、 理 解 
ある 者 へ の (アッ ラー の ) 印 が ある 。」 ( 雌 
牛 章 第 1 6 4 節 ) 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 こ の 世界 は 、 調 
和 が 取れ 、 読 み と る こと 、 理 解す る こと が 可 





能 な 均衡 と 基準 の も と に 創造 され た も の で す 。 
これ は 、 祭 高 な る アッ ラー か ら の 、 人 間 へ の 
最大 の 恵み で す 。 な ぜ な ら 、 こ の 世界 を 支配 
する も の が 不 均 衡 や 理解 不能 な も の で あっ た 
と し た ら 、 私 た ちの 避 星 は 、 人 間 に と っ て 安 
ら ぎ を 与え る 命 の ゆり か ご と は な っ て いな か 
2 の 7C( は す /C の が の ら で す 。 

イス ラー ム は 人 々 に 、 頭 を 使い 、 こ の 世界 
に お ける 作用 に 存在 する ある 法則 、 基 準 を 見 
出す こと を 偉 じ し て いま す 。 こ の よう に し て 、 
アッ ラー の お 力 、 崇 高 さ を 人 々 に 示す こと を 、 
道徳 的 な ひと つの 任務 と 
し て 負わ せ て いる の で す 。 
聖 ク シル アー ン は 、 ま た 、 
「 全 て の 知 者 の 上 に 全 知 
な る 御方 は いる 。」 ( ユ 
ー ス フ 章 第 7 6 節 ) と 説 
き 、 知 識 が 無限 で ある と 
いう こと を 示し て いま す 。 
イス ラー ム は 、 新 し い 発 
展 を 奨励 する 原則 に 満ち 
た 教え です 。 だから 、 私 
た ち を 日 々 進歩 させ る 知 
の 探求 に 重き を 置く こと が 、 ム スリ ム と し て 
の 宗教 上 の 感覚 に 必要 不可 欠 な の で す 。 た だ 
し 、 学 問 が 常に 、 人 間 的 、 道 徳 的 価値 を 尊重 
する 方 向 に 進む めこ と に も 、 重 き を 置く 必要 が 
あり ます 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 知 識 は 、 こ の 時 
代 に お いて も っ と も 有効 で 影響 力 の ある 力 の 
源 で ある こと を 忘れ な いよ うに し まし ょ 2 う 。 
知識 を 多く 得 て い る 人 が 誰 で あれ 、 そ の 人 が 
より 力強い 、 影 響 力 の ある 立場 に 立つ の で す 。 
単なる 体力 的 な 強 さ は 、 知 的 な 強 さ に 対し と 
っ くに その 影響 カ を 失っ た の で す 。 知る 者 と 
知ら な い 者 が 同等 で は な い 、 と いう こと を ず 
っ と 以前 か ら 明 ら か に し て きた 聖なる 書 は 、 
この 状態 を 示し て いる の で す 。 
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